



































盗症の重症度： S S（ m  et l  2020），窃盗
（本研究にて作成），（ ）窃盗行動の学習歴： S（本研究
にて作成），（ ）認知的フュージョン：改訂版 （嶋他，
2016），（e）随伴性知覚： S（国里他，2011） （ ）
： 28（中川・大坊，1996），（ ）セルフコント
ロール： S 杉若，1995），（ ）規範意識：規範意識尺度











ことから，自動化の程度が低いことが示唆された（t  39   
6 58  p  001）。そこで，窃盗 と各変数の関連性を相
関分析によって検討した結果， S S得点と買い物／接近
得点との間に有意な弱い相関係数（   37，p  05），
改良型S と全体 得点との間に有意な弱い相関係数（  















































フィック項目 2  高機能自閉症スペクトラム・スクリーニン
グ質問紙（ SS ）（酒井・是枝・東條，2003） 3 アダル
ト・アタッチメント・スタイル尺度（ S）日本語版








1  質問紙調査　 2  SS 得点の結果，20 93％がカットオ
フ・ポイントを上回っており，厚生労働省（2018）の報告
と比較すると一般に観察されるよりも発達的な課題を抱え
ている可能性が示唆された。また， 3  Sについて，



























































得られる気づきであり（ t nn  2003），マインドフ
ルネス介入は抑うつ・不安に対し強い効果を有することが
示されている（ u  et l  2013）。セルフコンパッショ
ン（S ）とは，苦痛の緩和のために自分と慈しみを持って
接することである（ e  2003 ）。 u en et l （2010）





















名  45 16±7 38歳）
：① Ⅱ（ m  et l  2002）  抑うつ，②
新版S （肥田野他  2000）  特性不安，③S 行動の測定















































An examination of the thought process from a failed experience in a competitive 




限に発揮することが求められる（ n e en  2002  ll e  









（ n t e ttent n l S n me  S）と呼ばれる不
適応的な思考スタイルの1つである（熊野  2012）。 Sは
脅威モニタリング，反芻・心配などの反復的思考，役に立
たない対処行動といった３つの特徴を持ち（ ell  2009 
熊野他監訳  2012）， では Sの状態からディタッチ












得られた９名（男性５名  女性４名  年齢21 00±2 92歳）を
対象とした。 ：改訂出来事インパクト尺度日本語









































Examination of the relationship between difficulty and anxiety / depression in the 



















仲尾・藤田・諏訪  1986）② 16 栗田・長田・小山・
金井・宮本・志水，2004 ③ S 梅田・伊藤・岩永・萩
原・谷・平島  2013 ④ S （島・鹿野・北村・浅井，1985）
































































究により示されており（ n e e e  lu t  
2010  e n et l  2017  l n e  n n  
 2005），睡眠障害と精神疾患は併発するケースが多






















時間が短く，睡眠の質が低くなることが示され（   0 047  
p  032    0 029  p  013），就床時刻が遅くなる傾向
が示された（   0 002  p  064）。また，爽快感が普段よ
りも高いほど，その晩の就床時刻が早く（   0 001  p  











が高まる傾向が示された（   0 218  p  063）。睡眠効率
が普段よりも低いほど，翌日の「抑うつ感」が高まること
が示された（   0 059  p  003）。就床時刻が普段よりも
遅いほど，翌日の「緊張と興奮」が高まることが示された
（   8 679  p  018）。さらに，睡眠の質が普段よりも低
いほど，翌日の「疲労感」と「抑うつ感」が高まることが






















Effect of Stress Management Education 





































































Effectiveness of Stress Management Using Defusion Exercises 
According to the Characteristics of the Reward System
 e 
　ストレスに対処する技法として効果がある認知行動療法


















　（ ）St te n t e u n ue t nn e日本語



















考えにラベルを貼るエクササイズを行う群（ ’m n  









　対象者を， S を行う「 nt l群（11名）」，
S に脱フュージョン・エクササイズを加えた「 e u n
群（９名）」に無作為に割り付けた。
　 e u n群の Sが優位な者は，介入後， Sが中程
度の者と比較し，ストレス反応が低い傾向が示されたことか
ら（p  10）， Sが優位な者に対して S に脱フュージョ
ン・エクササイズを加えた効果が示された。










Effect of Self-compassion toward





























（ ne et l  2018），報酬知覚と同様に抑うつや特性不安











覚： S S尺度日本語版（高橋他，2007），（ ）状態的
な報酬知覚： S（国里他，2011）（ ）状態的な報酬知
覚： （山本他，2016）（e）特性不安：S （肥田野他，







ころ， Sおよび と Ⅱの関係をS S が媒介し
ていること（ 4 26，p 01； 3 67，p 01），また， S
および とS の関係をS S が媒介していること









S， を説明変数， ⅡおよびS を目的変数，S S を
媒介変数とした媒介分析
. ** . ** . **
. ** . ** . **
. ** . ** . **
. ** . ** . **






Implications of participation in self-help groups via social networking service in people 








や薬物療法，自助グループへの参加（ t ， nn ，















いる tte ユーザー。予備調査（質問紙調査） 50名（男性
32名，女性16名，無回答2名，平均年齢42 1歳，S 7 586），
本調査（質問紙調査とインタビュー調査）13名（男性９名，
女性４名，平均年齢42 2歳，S 7 132アルコール使用障害
の診断あり８名，なし５名）を対象とした。

















（62 0 ， では42 5 ），専門的治療経験の少なさ



















































10 7±0 5歳；有効回答率85 4 ），中学生118名（平均年齢
13 7±1 1歳；有効回答率53 2 ），高校生30名（平均年齢






ス尺度（三浦，2002），S S 18（鈴木他，1997），（ ）学校
適応感：日本版学校肯定感・回避感質問紙（大対他，2006），








度（ ）～（ ）について相関分析を（ le），S の効果
を発達段階ごとに検討するため，学校種２（中学校，高校）
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Behavioral Support Strategy for Caregivers of Infants
S  n m
　認知行動療法に基づいた支援である「ペアレント・トレー
ニング（ ent n n ； ）」は，適切な養育行動の
遂行を向上させることが示されている（S n e  et l ，
2014）。その一方で，抑うつ症状を呈する養育者に対する
の効果は，十分に認められていない現状にある mme  
et l  2011 。その理由の１つとして，これまでの研究にお
いては，抑うつ症状の高さが指摘されてきた（ e n  et 
l  2006）。また，抑うつ症状と関連して，「報酬知覚」の
低さ（ tle  et l ， 2018），「感情制御」や「情動モニタ














ど）， ）抑うつ症状： ente   p em l  Stu e  
ep e n S le（ S ；島，1985），（ ）報酬知覚：




改変，（ ）情動モニタリング：日本版 m t n l S ll   









オフ値で高低に群分けし，多母集団同時分析を行った（   
912，   737， S   136； u e）。その結果，両
群ともに「子どものポジティブな社会的行動得点」から「ポジ
ティブな養育行動得点」に対して，有意な正の影響性が示され
た（高群：  53，p  001，；低群：  39，p  001）。一
方で，「ネガティブな養育行動得点」に対しては，有意な影響




 33，p  05），「情動モニタリング得点」（  40，p  05）
から有意な正の影響性が示された。一方で，「報酬知覚得点」
においては，有意な影響性は見られなかった（  29，n ）。
低群においては、「情動モニタリング得点」のみ有意な正の影















Measurement of detached mindfulness and its metacognitions
 u
　メタ認知療法（ et n t e e p  ）では，
反復的思考をはじめとする非適応的な思考スタイルを，
様々な精神疾患に共通する維持要因として規定している
（ ell  2009 熊野他監訳  2012）。これらは認知注意症候群
（ n t e ttent n l S n me  S）と呼ばれ，
では， Sをその対照概念であるディタッチト・マ




を試みることなくただ気づいている状態であり（ ell  
2009 熊野他監訳  2012），認知的脱中心化などの複数の心理
的要素から構成されている ell  2005 。また， の
モデルにおいて， も Sと同様にメタ認知によって制
御されることが示唆されており（ ell  2009 熊野他監訳  
2012）， の状態を達成するためには， を制御するメ
タ認知的知識の獲得が必要であると考えられている
（ ell  2009）。 の心理的要素や に対するメタ認知
的知識を測定する尺度として，ディタッチト・マインドフ
ルネスの心理的要素尺度（  武井他  2019），ディ
タッチト・マインドフルネスに対するメタ認知的知識尺度 











　対象者　調査会社のモニター406名（男性191名  43 68±
12 78歳）を対象に調査を実施した。測定指標として，（ ）改
訂版 ，（ ）改訂版 ，（ ） S （今井他  
2012），（ ）認知的統制尺度（杉浦  2007），（e） S（今
井他  2014），（ ） 30（山田・辻  2007），（ ） S（高
野・丹野  2010），（ ） （長谷川他  2011），（ ） S
（杉浦・丹野  2000），（ ）  （高野・丹野  2008），（ ） 9








　調査会社のモニター266名（男性105名  40 43±12 06歳）
を対象に調査を実施した。測定指標として，（ ）改訂版
，（ ）改訂版 ，（ ） S（今井他  2014），
（ ） Ⅱ（小嶋・古川  2003），（e） 7（村松  2014），
























The Association Between Functional Self-focus and 









































己否定” α 92 “多面的自己受容” α 91 ，“見せかけ













u e1  自己注目と脱中心化，行動の活性化，及び多面的自己の受
容状態との関連
（＊＊ ＜ 01，＊＊＊ ＜ 001，実線は正の影響，点線は負の影響）












The Effect of Neurocognition on Psychological Difficulties






























道具の整理との間に有意な負の相関がみられた（   26  
p  05）。言語理解は のひきこもりとの間に有意な負
の相関がみられた（   27  p  05）。ワーキングメモリー
は の思考の問題との間に有意な負の相関がみられた



































































ある「般化されたプライアンス（ ene l e  l n e；
以下， ）が想定される（ u  et l  2019）。 は，結
果事象に対する感受性を低くし（ nn  et l  2019），
行動変動性が低くなることによって，行動レパートリーの





















適応尺度得点（石津，2006）に基づく高低群と t n  
t  S mple （以下， S ）ブロック，従属変数を S
指標得点とした２×６の２要因分散分析を行った。その結


























去学習がある（ ut n et l 2001）。消去学習を抑制する要
因として，脅威から過剰に注意を逸らす注意の回避がある
















回避）を測定する （嶋ら  2013）を用いた。実験課題
は 1のように実施し， Sは４種用い，呈示直後に Sを呈
示する S は１種のみとし，他は Sを呈示しない S とした。



















































Influences of Emotional Exchanges to Apathy and Feelings of School Avoidance in 































































































u e   中学生における情動交流がアパシーおよび抑うつに
与える影響のモデル（ 終モデル）
